
水産動物の種苗の生産及び放流並びに水産動物の育成に関する基本計画 

令和３年度実績について 

 

①放流実績 

対象魚種 
計 画 

（大きさ） 

結 果 

（大きさ） 
計画比 放流海域 

ま だ い 
１，０００千尾 

（60㎜） 

１，１４２千尾 

（66㎜） 
１１４％ 全 県 

ひ ら め 
９４０千尾 

（80㎜） 

１，０７２千尾 

（86㎜） 
１１４％ 全 県 

まこがれい 
４６０千尾 

（40㎜） 

４６３千尾 

（45㎜） 
１０１％ 東京湾 

あ わ び 
１，６００千個 

（25㎜） 

８４０千個 

（27㎜） 
５３％ 全 県 

くるまえび 
６，０００千尾 

（30㎜） 

６，５５０千尾 

（31㎜） 
１０９％ 東京湾 

   
 

事業の実施体制 

 
＊ まだいの種苗生産（全長３０ｍｍ）は水産総合研究センター種苗生産研究所勝浦生産開発室で、 

中間育成（全長６０ｍｍ）は公益財団法人千葉県水産振興公社が地域協議会に委託し、各地の 
漁港又は養殖場で実施。 

 
＊ ひらめの種苗生産（全長３０ｍｍ）は水産総合研究センター種苗生産研究所富津生産開発室で、

中間育成（全長８０ｍｍ）は公益財団法人千葉県水産振興公社勝浦・白浜・富津事業所にて実施。 
 
＊ まこがれいは種苗生産及び中間育成とも水産総合研究センター種苗生産研究所富津生産開発室

で実施。 
 

＊ あわびは公益財団法人千葉県水産振興公社のほか漁協中間育成放流分を含む。 
 
＊ くるまえびの種苗生産は公益財団法人千葉県水産振興公社が実施。 
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第
7
次
栽
培
漁
業
基
本
計
画

令
和

3
年
度
実
績
に

つ
い
て
 

ア
 
種

苗
生
産
 

対
象
魚
種
 

実
施
機
関
 

技
術
開
発
上
 

の
問
題
点
 

主
に
取
り
組
む
課
題
 

R
3
計
画
 

R
3
実
績
 

ま
 
だ
 い

 

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

健
苗
の
安
定
生
産
 

・
生
産
規
模
で
の
飼
育
試
験
に
向
け
て
、
ワ
ム
シ
密
度
管
理

方
法

等
の

改
善

及
び

仔
魚

の
成

長
と

生
残

に
つ

い
て

再

現
性
を
確
認
す
る
。
 

・
半
粗
放
的
無
加
温
飼
育
に
お
い
て
、
ワ
ム
シ
は
追
加
給
餌
が
必
要
で

あ
っ
た
が
、
総
給
餌
量
は
削
減
で
き
た
。
ま
た
仔
魚
の
成
長
は
早
い

が
、
生
残
率
は
低
く
、
前
年
度
と
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
 

ひ
 
ら
 め

 

天
然

親
魚

の
養

成

技
術
の
確
立
 

・
種
苗
生
産
に
使
用
す
る
受
精
卵
の
安
定
確
保
の
た
め
、
引

き
続

き
自

然
産

卵
に

よ
り

良
質

か
つ

十
分

量
の

受
精

卵

を
得
る
た
め
の
飼
育
条
件
（
水
温
、
日
照
、
餌
料
条
件
等
）

の
検
討
を
行
う
。（

3
～
5
月
）
 

・
親

魚
養

成
用

飼
餌

料
へ

ア
ス

タ
キ

サ
ン

チ
ン

を
添

加
し

栄
養

を
 

強
化
し
た
と
こ
ろ
、
卵
質
の
良
好
な
受
精
卵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

千
葉
県
産
天
然
親
魚
卵
由
来
の
ふ
化
仔
魚
の
使
用
比
率

1
00
％
で
生

産
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

餌
料

及
び

育
成

環

境
に

よ
る

体
色

異

常
魚
の
出
現
防
止
 

・
高

換
水

率
で

飼
育

し
た

小
規

模
飼

育
試

験
で

黒
化

が
抑

え
ら
れ
た
経
験
か
ら
、
中
間
育
成
期
間
の
換
水
率
が
黒
化

率
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
 

（
3
～
6
月
）
 

・
換
水
率
が
同
じ
試
験
区
の

2
水
槽
の
平
均
値
に
よ
り
黒
化
率
を
比
較

し
た
結
果
、
１
回
次
の
試
験
で
は

30
回
転
/
日
区
が

1
0・

6
0
回
転

/
日

区
と

比
較

し
て

有
意

に
低

か
っ

た
。

2
回

次
の

試
験

で
は

30
 

回
転
/日

区
が
他
の

2
区
と
比
較
し
て
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、

有
意
差
は
な
か
っ
た
。
 

ま
こ
が
れ
い
 

年
内
採
卵
に
向
け
た
  
 

天
然
親
魚
の
成
熟
技

術
の
開
発
 

・
引
き
続
き
東
京
湾
北
部
の
天
然
成
熟
親
魚
を

1
2
月
中
下

旬
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
年
内
に
採
卵
を
実
施
す
る
。
 

・
R
元
年
度
結
果
を
基
に
、
ホ
ル
モ
ン
打
注
に
よ
る
催
熟
処

理
に
つ
い
て
、
適
正
な
手
法
を
再
検
討
す
る
。
 

・
R
2
年
度
も
、
12

月
に
東
京
湾
北
部
の
天
然
成
熟
親
魚
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
年
内
に
採
卵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
十
分
な
量
の
成
熟
親
魚
を
確
保
で
き
た
た
め
、
今
年
度
ホ
ル
モ
ン
打

注
は
行
わ
な
か
っ
た
。
 

異
形

魚
の

出
現
 
 

防
止
 

（
R
2
年
度
採
卵
）
 

・
R
2
年
度
は
、
1
k
L
水
槽
を
使
っ
た

R
元
年
度
の
再
現
試
験

を
行
う

と
と
も

に
、

2
0
kL

水
槽

を
使

っ
た
生

産
規

模
で

の
飼
育
試
験
を
実
施
す
る
。
 

（
R
2
年
度
採
卵
）
 

・
緑
色

L
ED

を
ふ
化
後

3
0
日
か
ら

1
00

日
ま
で
照
射
し
た
結
果
、
1k
L・

2
0
k
L
水

槽
と
も

に
異

形
魚

の
出

現
は

有
意
に

抑
制

さ
れ

、
生

産
規

模
に
お
け
る
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。
 

・
一
方
、
成
長
は
、
1
kL

水
槽
で
は
有
意
に
早
く
、
2
0
kL

水
槽
で
は
ふ

化
後

50
日
ま
で
は
有
意
に
早
か
っ
た
が
、
ふ
化
後

10
0
日
で
は
差

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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あ
 
わ

 び
 

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
の
種

苗
生
産
技
術
の
円
滑

な
移
転
 

・
近
年
、
水
揚
げ
が
一
層
減
少
し
、
親
貝
の
補
充
が
で
き
ず
、

試
験

の
実

施
に

必
要

な
受

精
卵

が
得

ら
れ

な
い

状
況

に

あ
る
。
 

・
受
精
卵
の
確
保
が
前
提
と
な
る
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
実
証
試
験
を
実
施
予
定
。
 

・
R
2
年
度
に
受
精
卵
を
確
保
で
き
ず
、
R3

年
度
の
実
証
試
験
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
。
 

・
R
3
年
度
は
、
天
然
親
貝
を

2
個
体
購
入
し
た
（
内

1
個
体
死
亡
）
。
 

・
R
3
年
度
の
採
卵
は

1
2
/1

に
採
卵
を
実
施
し
、
現
在
付
着
板
飼
育
中
。

こ
の

種
苗

を
用

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
く

飼
育

管
理

を
実

施

し
、
生
残
、
成
長
等
を
検
証
す
る
。
 

（
公

財
）
 

千
葉

県
 

水
産

振
興

公
社
 

付
着

板
飼

育
に

お

け
る

安
定

的
な

育

成
方
法
の
改
良
 

・
餌

料
価

値
が

高
く

、
餌

不
足

が
生

じ
に

く
い

付
着

板
作

成
、
付
着
稚
貝
の
適
正
密
度
お
よ
び
分
槽
・
分
散
の
時
期

等
の
検
討
を
続
け
る
。
 

・
水

総
研

の
指

導
の

下
、

餌
料

価
値

が
高

く
餌

不
足

が
生

じ
に

く
い

Co
cc

on
ei

s
属
を
種
付
け
し
た
付
着
板
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
付
着

稚
貝
の
適
正
密
度
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
餌
不
足
を
防
ぐ
た
め
分

槽
・
分
散
を
早
め
に
行
う
よ
う
努
め
た
。
 

剥
離

直
後

と
水

温

上
昇

期
の

へ
い

死

対
策
 

・
生

海
藻

給
餌

お
よ

び
配

合
飼

料
種

類
の

検
討

を
継

続
す

る
。
 

・
精
密
ろ
過
+U
V
殺
菌
し
た
海
水
に
よ
る
飼
育
試
験
を
実
施

す
る
。
 

・
残
餌
が
腐
敗
し
に
く
い
生
海
藻
（
カ
ジ
メ
）
の
給
餌
を
継
続
す
る
と

と
も
に
配
合
飼
料
種
類
の
変
更
に
よ
る
生
残
率
向
上
を
目
指
し
た
。
 

・
県
委
託
に
よ
り
、
U
V
海
水
を
使
用
し
た
比
較
試
験
を
カ
ゴ
飼
育
と
板

飼
育
で
実
施
中
。
 

く
る
ま
え
び
 

安
定

生
産

及
び

早

期
採

卵
に

向
け

た

種
苗

生
産

体
制

の

確
立
 

・
県
内
産
親
エ
ビ
及
び
他
県
産
親
エ
ビ
の
漁
獲
情
報
の
収
集
を
継

続
し
早
期
に
良
質
親
エ
ビ
確
保
を
目
指
す
。
 

・
引
き
続
き
、
防
疫
対
策
の
徹
底
を
図
る
。
 

・
従
来
の
九
州
か
ら
の
空
輸
購
入
と
併
せ
て
、
現
地
で
選
別
が
可
能
な

豊
洲
市
場
で
の
購
入
を
導
入
し
、
親
エ
ビ
の
確
保
を
図
っ
た
。
 

・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
ウ
ィ
ル
ス
性
疾
病
（
P
A
V
）

対
策
を
徹
底
し
、
種
苗
生
産
中
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
 

あ
 
さ

 り
 

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

天
然
採
苗
に
よ
る
種

苗
の
大
量
確
保
技
術

の
開
発
 

・
技
術
開
発
は
終
了
。
希
望
の
あ
る
漁
協
へ
の
技
術
指
導
に

当
た
る
。
 

・
網
袋
や
被
覆
網
に
よ
る
稚
貝
の
集
積
・
保
護
技
術
を

2
漁
協
に
普
及

し
た
。
 

は
ま
ぐ
り
 

着
底

期
以

降
の

稚

貝
の

飼
育

技
術

の

開
発
 

・
飼
育
作
業
の
省
力
化
（
水
替
え
頻
度
）
の
検
討
を
実
施
予

定
。
 

・
水
替
え
頻
度
軽
減
の
検
討
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
飼
育
水
の
塩
分
を

着
底
期
に

12
p
p
t
に
す
る
こ
と
で
着
底
期
以
降
の
飼
育
期
間
を

1
週

間
程
度
短
縮
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

中
間

育
成

技
術

の

開
発
 

・
干
潟
域
に
お
い
て
、
春
季
以
降
に
被
覆
網
（
沈
子
ロ
ー
プ

2
本
＋
杭
固
定
）
に
よ
る
中
間
育
成
を
継
続
し
、
秋
冬
季

に
は

成
長

し
た

稚
貝

の
密

度
比

較
試

験
を

実
施

す
る

予

定
。
 

・
春
季
以
降
の
平
均
殻
長

3
㎜
の
被
覆
網
育
成
試
験
で
は
、
7
月
に

強
波
浪
に
よ
っ
て
網
が
流
失
し
、
残
留
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

再
設
置
後
は
、
杭
と
網
を
結
束
バ
ン
ド
で
固
定
し
改
善
し
た
。
 

・
前
年
の
秋
季
に
実
施
し
た
被
覆
網
に
よ
る
稚
貝
育
成
密
度
試
験

（
4
0
0、

8
0
0、

1
,2
0
0
個

/㎡
、
平
均
殻
長

1
4
mm
）
で
は
、
9
月
に

3
0
㎜
に
達
し
、
12

月
の
残
留
率
は
各

2
9、

5
4、

4
9％

で
あ
り
高

密
度
で
も
育
成
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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ば
 
 
い
 

種
苗
生
産
技
術
の

導
入
及
び
量
産
技

術
の
開
発
 

・
必

要
に

応
じ

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
く

指
導

普
及

を
行

う
。
 

・
指
導
普
及
に
必
要
と
な
る
種
苗
生
産
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

た
。
 

と
ら
ふ
ぐ
 

    水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

種
苗
の
中
間
育
成

及
び
放
流
効
果
試

験
 

・
本
県
産
親
魚
で
人
工
採
卵
し
、
受
精
・
ふ
化
か
ら
稚
魚
に

至
る
生
産
試

験
を
行

い
、

 
精
子

の
冷
蔵
保

存
方
法

、
仔

稚
魚
飼
育
の
適
水
温
、
噛
み
合
い
防
止
策
を
検
討
す
る
。
 

（
4
～
6
月
）
 

・
本
県
沿
岸
の
漁
獲
物
か
ら
親
魚
を
確
保
し
、
性
比
や
成
熟

状
態
を
調
査
す
る
。
 

（
1
2
～
3
月
）
 

・
4
月
に
入
手
し
た
小
浦
産
親
魚

5
尾
（
雌
）
の
う
ち

2
尾
は
催
熟
処

理
無
し
で
排
卵
し
た
。
 

・
4
月
末
ま
で
に
入
手
し
た

25
尾
の
親
魚
は
、
現
在
雌

4
尾
、
雄

4

尾
が
生
残

。
今
年

度
か
ら

寄
生

虫
対
策

と
し
て

経
口
駆

虫
薬

の
投

与
を
行
っ
た
結
果
、
虫
卵
が
減
り
、
餌
喰
い
も
向
上
し
た
。
 

・
冷
蔵
に
よ
る
精
子
保
存
予
備
試
験
を

6
月
に
実
施
し
、
原
液
は

1

週
間
以
内
に
失
活
し
た
が
、
10

倍
精
漿
希
釈
液
は

3
週
間
後
で
も

希
釈
直
後
に
対
し
て

80
％
を
超
え
る
泳
動
率
を
確
認
し
た
。
 

・
ワ
ム
シ
給
餌
期
（
開
口
～
全
長

11
m
m
超
）
に
水
温
別
（
1
8
・
2
1
・

2
4
℃
）
で
飼
育
し
、
成
長
・
生
残
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
21
℃
が

最
も
効
率
的
で
あ
っ
た
。
 

・
4
/
12

に
採

卵
を

行
い
、

5
8
～

7
6
日

飼
育

し
た
結

果
、

平
均

全
長

3
7
m
m
種
苗
を

3
,
6
40

尾
生
産
し
、
富
津
生
産
開
発
室
に

1,
70
0
尾
、

資
源
研
究
室
に

54
0
尾
を
配
布
し
、
残
り
は
地
先
放
流
し
た
。
 

  イ
 
放

流
調
査
 

対
象
魚
種
 

実
施

機
関
 

技
術
開
発
上
 

の
問
題
点
 

主
に
取
り

組
む
課
題
 

R
3
計
画
 

R
3
実
績
 

ま
 
だ

 い
 

水
産
総
合

研
究
セ
ン

タ
ー
 

 

資
源

状
況

及
び
 

放
流
効
果
の
把
握
 

・
市
場
調
査
及
び
放
流
効
果
の
解
析
を
継
続
す
る
。
 

・
R
2
年
年
度
（
R
2
年

5
月
～
R
3
年

4
月
）
の
混
入
率
は
、
銚
子
・
九

十
九
里

2
.
1％

、
夷
隅

5
.7
％
、
東
安
房

1
8.
0
％
、
東
京
湾

3
.
3
％

で
あ
っ
た
。
 

・
漁
業
に
よ
る
回
収
率
は
全
県
で

3.
7
%と

試
算
さ
れ
た
。
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ひ
 
ら

 め
 

    水
産
総
合

研
究
セ
ン

タ
ー
 

資
源

状
況

及
び
 

放
流
効
果
の
把
握
 

・
市
場
調
査
及
び
放
流
効
果
の
解
析
を
継
続
す
る
。
 

・
R
2
年
度
(
R
2
年

4
月
～
R
3
年

3
月
)
の
混
入
率
は
、
銚
子
・
九
十
九

里
5
.
6
％

、
夷

隅
2
.3

％
、

東
安

房
3
.
9
％

、
東

京
湾

1
0.
2
％

で
 
 
 

あ
っ
た
。
 

・
漁
業
に
よ
る
回
収
率
は
全
県
で

3.
6
％
と
試
算
さ
れ
た
。
 

ま
こ
が
れ
い
 

尾
ひ

れ
鰭

条
屈

曲

に
よ

る
放

流
効

果

の
（
回
収
率
）
把
握
 

・
生
態
的
知
見
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
稚
魚
発
生
状
況
調

査
を
継
続
す
る
。
 

・
尾

び
れ

鰭
条

屈
曲

を
指

標
と

し
た

混
入

率
調

査
及

び
放

流
効
果
の
解
析
に
資
す
る
た
め
、
市
場
調
査
及
び
漁
獲
物

精
密
測
定
を
継
続
す
る
。
 

・
マ

コ
ガ

レ
イ

の
資

源
生

態
に

基
づ

く
深

場
放

流
の

有
効

性
を
検
証
す
る
た
め
、
竹
炭
標
識
放
流
に
よ
る
深
場
放
流

群
と
岸
壁
放
流
群
の
比
較
検
討
を
行
う
。
 

 

・
東
京
湾
内
湾
域

2
4
定
点
で
稚
魚
の
発
生
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

R
3
年
の
稚
魚
の
発
生
量
水
準
は

0
.
5
尾
/
1
0
0
㎡
と
な
り
、
過
去
最

低
で
あ
っ
た
昨
年
を
上
回
っ
た
も
の
の
低
水
準
で
あ
っ
た
。
 

・
尾
び
れ
鰭
条
屈
曲
を
指
標
と
し
て
、
H
20
～
R
元
年
の
放
流
魚
の
混
入

率
及
び
回
収
率
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
混
入
率
（
暫
定
値
）
は
内
房
で

1
.
1
～
5.
6
％
、
内
湾
で

0
.
8～

6
.
2
％
、
平
均
回
収
率
（
暫
定
値
）
は

1
.
6
7
％
と
推
定
さ
れ
た
。
 

・
深
場
放
流
の
有
効
性
を
検
証
す
る
調
査
は
、
調
査
船
の
運
行
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
R
4
年
度
に
改
め
て
実
施
す
る
予
定
。
 

あ
 
わ

 び
 

    水
産
総
合

研
究
セ
ン

タ
ー
 

 水
 
事
 

     

一
般

漁
場

及
び
 

造
成

漁
場

（
放

流

漁
場

）
に

お
け

る

回
収
率
の
把
握
 

・
一
般
漁
場
及
び
造
成
漁
場
（
放
流
漁
場
）
に
お
け
る
回
収

状
況
の
把
握
を
継
続
す
る
。
 

・
千

倉
地

区
及

び
勝

浦
地

区
輪

採
漁

場
に

お
い

て
餌

料
環

境
及
び
放
流
種
苗
の
追
跡
調
査
を
継
続
す
る
。
 

・
R3

年
に
口
開
け
予
定
の
輪
採
漁
場
に
お
い
て
、
取
り
残
し

ア
ワ
ビ
の

数
量

把
握
及

び
平
板

洗
浄
（

R
2
年
度

試
験

結

果
）
に
よ
る
生
産
性
回
復
手
法
を
検
証
す
る
。
 

・
一
般
漁
場
(
千
倉
、
鴨
川
、
勝
浦
 各

1
地
先
)に

お
け
る

H
1
3
～
27

年

放
流
貝
の
平
均
回
収
率
(
暫
定
値
)
は

3～
7
％
、
R
3
年
に
口
開
け
し

た
輪
採
漁
場
(
千
倉

9
地
先
)の

回
収
率
は

0
.
3～

3％
で
あ
っ
た
。
 

・
千
倉
地
区
平
磯
地
先
輪
採
漁
場
の
取
り
残
し
個
数
の
割
合
は

5
人
・

2
日
間
操
業
で

22
%
で
あ
っ
た
。
種
苗
放
流

4
年
後
の
残
存
率
は

1
1
%
、

漁
獲
サ
イ
ズ
（
殻
長

12
c
m）

未
満
の
小
型
貝
が
多
か
っ
た
。
 

・
一
般
漁
場
（
新
勝
浦
市
、
御
宿
岩
和
田
、
白
浜
）、

中
間
育
成
場
（
新

勝
浦
市
、
御
宿
岩
和
田
）
及
び
輪
採
漁
場
（
白
浜
）
に
お
け
る
人
工

種
苗
の
混
入
率
調
査
を
実
施
し
た
。
 

 
 
 
新
勝
浦
市
：（

ク
ロ
）
23
.
4～

8
2
.
8％

、（
メ
ガ
イ
）
2
5.
0～

9
6
.
5％

 

 
 
 
御
宿
岩
和
田
：
（
ク
ロ
）
3.
4
～
7
.3
％
、（

メ
ガ
イ
）

0～
2
2
.
9
％
 

 
 
 
 
 
 
※
 
回
収
率
に
つ
い
て
は
と
り
ま
と
め
中
。
 

・
千
倉
地
区
及
び
勝
浦
地
区
の
輪
採
漁
場
に
お
い
て
、
餌
料
環
境
及
び

放
流
種
苗
の
追
跡
調
査
を
継
続
し
た
。
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と
ら
ふ
ぐ
 

  水
産
総
合

研
究
セ
ン

タ
ー
 

  

放
流
効
果
の
把
握
 

・
過

年
度

に
試

験
放

流
し

た
有

機
酸

標
識

魚
の

混
入

率
調

査
及
び
放
流
効
果
の
解
析
を
継
続
す
る
。
 

・
外
房
で
の
放
流
魚
の
移
動
・
分
散
の
把
握
の
た
め
、
R2

年

度
に
引
き
続
き
標
識
放
流
を
行
う
。
 

・
H
2
9
、
R
元
年
に
平
均
全
長

56
～
5
7
mm

で
放
流
し
た
種
苗
の

R
2
年
度

ま
で
の
回
収
率
（
暫
定
値
）
は
、
内
湾
放
流
群
で

7.
9
%、

内
房
放
流

群
で

2.
3
%と

推
定
さ
れ
た
。
 

・
7
月
に
外
房
（
い
す
み
地
先
）
で
、
ア
ン
カ
ー
タ
グ
標
識
を
着
け
た

平
均
全
長

72
～
80

㎜
の
種
苗

1
7
,2
4
9
尾
を
放
流
し
た
。
 

・
外
房
放
流
群
の
本
年
度
の
漁
獲
サ
イ
ズ
の
採
捕
尾
数
は
、
R
2
年
放
流

群
が

6
尾
で
あ
っ
た
。（

R
4
年

1
月
末
現
在
）
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